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1. 初めに,
モントリオ ー ル条約以降の塩素等を含む化学物資の穀近親制の効果として , 大気中の塩素原子濃度の増加が停
止し つ つ ある . 今後､ 代替フ ロ ンが更に非塩素化 ･ 非臭素化される こ とで ､ 塩素原子漉庚は減少傾向に転ずるこ
とは確奏である ｡ 一 方 ､ オゾン層の継続的なモニ タリ ング臥 今後数10年間継続して行う必要がある ことが ､ 最
近明らか になっ てきたb そ の理由の 一 つ として ､ 近年の温室効果気体の 増加が成層圏の寒冷化を引き起 こし, オ
ゾンホ ー ル発生の気象力学的な前提条件である種油の形成をより容易にすることがモデル計昇か ら示されてい
る(】)｡ また､ オゾンはそれ自身が代表的な温塞効果気体であり, 大陸規模の大気汚染の結果として の対流圏オゾ
ン増加や . 成層圏の オゾン真の増減が気象に与える変動辱を ､ より良(理解するた 桝こも 一 層の観測の漁化と精
度向上が必要とされて い る｡
地球大気 によ り紫外太陽光の後方散乱は, 大気と地表情報の 軸定手段として , 既に長期にわたっ て運用きれて
きてい る 即)｡ この時, 散乱される光は,光路途中の対流圏及び成層圏の オゾンにより吸収されるd紫外城のHuggins
バ ン ドを用いる と, 地表面の情報と対比して ､ 容易に大気中のオゾン全丑を導出する ことは可能である｡ こ のよ
うな手法で ､ Nadir方向か らク ロ ス トラ ックスキャ ンする こ とで ,毎日全球の オゾン全量が測定可能になる｡ T O MS
(Total Ozo n eM appingSpectrom eter)は, こ の ような機韓の代表であり, N imbtlS-7(19781 993), M eteor-3(19 91-1994).
A D E O S(1996-1994), EarthProbe(1996･) の 各衛星に搭載され ､ 1978年以降20年以上 にわたり､ 大気の継続観測が
行われた｡ 各世代のT OM Sは､ 基本的に同 一 のハ ー ドウ ェ アであり, 6波長を順次観測するモ ノクロ メタ - であ
る. しか し, TO M Sのよ うな脱走波長帯だけでなく , アレ 一 枚出韓を用いて紫外 可視域の広い波長帯を連続し
て同時に観測するこ とで , オゾン全量の精度向上を計る , あるい は他の真裏な微畳気体 (s.o 2, N O 2, BrO, O CIO)
やエ ア ロ ソル等を測定する ことが可能となる ｡ 特に ､ エ ア ロ ソルにつ いて は､ 地球温暖化問題において の冷却効
果の 観点か ら観測の強化が必要とされており, 可視域のリモ ー トセンシングで牲困杜な陸域の エ ア ロ ソルが ､ 紫
外域の後方散乱の観測では容易に観測できる こ とが注目きれて い る｡
O D U S(Oz on eDyn amicsU ltr ayioletSpe Gtr O m et r) は, NAS DAによっ て開発が始ま っ た, 衛星搭載用のNadir方向
を観測する紫外分光計である｡ ODU Sは, 2005年頃打ち上げられる ､ A D EOS.ⅠⅠ衛星の 後継シ1) - ズの 一 つ に位置
づけられるGC OM･A l衛星 (GlobalCha nge O bs e mtionM ission - Al) に搭載される予定である｡ o D U S臥 306
42 0n mの帯域をo.51 皿間隔, Nadjrで の空間分解能20kn x2 0km で測定できる｡ 分光計にほ､ TOMSと類似のEbert
型配置を用い, M O S型ア レ - 検出器を用 いるこ とで ､ 0 3以外にも各種徹生気体の 同時測定が可能になる(4･5)｡ こ
こでは ､ G C O M衛星計画およびo D U Sの特徴と目的につ いて報告する｡
2. G C O M- A lミ ッ シ ョ ンの 概要
2.1 G C O Mプ ロ グラム
地球変動観測ミッシ ョ ン(the Global Cha nge Observ ation Missio n.; G C O M)は大気衆境や陸面 の 状態を監視することと
気候の長期変動の 予測精度を高めることとを目的としている｡ またこ のミッショ ンでは､ 地球温酸化防止条約締約国会議
(CO P 3)の 決戟に従った 温室効果気体の排出削減をサポ ー トすることもねらいとして いる｡ G C O Mの衛星ミッショ ンは地球
観測プラットフォ ー ム技術衛星仏D E O S) の親洲を引き継い で帝境観測技術衛星仏D E O S-ll)bゝら15年間にわたるエ ネル
ギ ー と物質循衆に焦点をあてたミッシ ョ ンとなり､ N A SDA の地球科学観潮ミッシ ョン の 中核となることが期待されている｡
G C O M の最初のプラットフォ ー ム衛星(当初はA D EOS-ⅠⅠⅠと呼ばれていた)はG C O M- A lとG C O M- Blとの2衛星に分割さ
れることになっ た｡ G C O M- A lは主に大東化学ミッショ ン の ための衛星である｡ G C O M-B lは他 目的の 地球変動観測衛星
といえる｡ こじ つ けれぼ'Attn o sphe re” の''A''t''Biosphere
7 'の''B''ということもできよう｡
G C O M- Al の主目的はオゾンと温室効果気体の観測である｡ Al のコ アセ ンサはO D U SとIL A S-II後継機との二 つ である｡
IL AS-ⅠⅠ後継機は環凍庁で開発が進められて い る｡ これらのセ ンサによっ て ､ C O P 3で規制が決められて いる二 酸化炭
素 ･メタン ･ 亜酸化窒素の 高度分布, オ ゾン全量と高度分布 ､ 成層圏オゾンの監視に必 要なC F Cやトレ ー ス ガス の 高度分
布などを求めることができる｡
G C O Mの 第二世代のプラットフォ ー ムが分けられることになっ たの は､ IL A S-Ⅰ後継機が便斜軌道を必要とするのに対し
他の セ ンサは太陽同期軌道に載せるほうが好ましい こと､ A D EO Sの 事故を鑑みるとリスクの分散となりうること､ ′ト型衛星
の ほうが開発ス ケジ ュ ー ル の維持が容易であることなどが挙げられる｡
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2 3 0DU Sの測定原理
図3 に示すとおり､ OD U Sは紫外後方散乱絵を利用してオゾンなど甲徴兵成分を測定する｡ 紫外後身感乱法による測定
は19 78年に打ち上げられたNIM BU S- 7に搭載されたオゾン全集分光計(Total 0名On eMo nitoring Spe ctr o m et ,;T O M S)と
太陽紫外後方散乱計(SolarBacks c 8tterUltraviolet;SBUV)との観謝結果によってその儀れた成果が示されたBT OM Sに
よっ て得られるオゾン全量の全球分布デ ー タセットは､ NIMBU S- 7, ADE O S, Mete or-3, EarthProbeの 各衛星によっ て合
計20年以上の あいだ取得されており, 成層圏オゾンの監視やオゾンホ ー ル の生成過程などの研究の ための基礎的なツ
ー ル として利用されて いる｡
ODU Sなど紫外後方散乱 附 こよっ て剥落される僧 都ま大知こよる単 I / 多重散乱光と零串たは地表面からの 反射光と
の合計である｡ これらの放射伝達過療の中で,すブ㌢や鞠の徽章承分時やわぞ 機 船 吸収特性を示す｡ オゾン観
鰍 こおける紫外後方散乱浜甲利便性駄.こ中波葵城やめ木藤嶺 掬 範雅の葺み
による｡ 重み 関数が成層圏で大きくなる吟味 オゾン申教練慶が成骨観で革く壷
の短 い 波長側で非常に大きくなることとによっ てV.
､る｡
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紫外後方散乱汝を用い た日本初のセ ンサB U Vが宇宙科学研究所の衛星｢おおぞら+(E X O S- C)に療載され ､ 1984年に
観測を開始した ｡ rおおぞらJa)ミッシ ョ ン のあと､ 日本で杜B U V の後継機 の 開発に向けて努力が続けられてきたo 19 89年
には ､ N A S D A内でオゾン観測セ ンサの 予備研究が始ま っ た｡ 1 996年にはO D U S研 究プ ログラムがN A S D Aによ っ て 正式
に開始された ｡ さらに1999年8月にはO D U S開発計画が宇宙開発委鼻会で正式に静められ ､ 国会での 了承を受けようと
している度階である｡
2. 5 0 D U S の科学目的
O D USミッシ ョ ン の 第 一 の 目的は ､ 毎日のオゾン全量の全壊分布を正確さ5%(校正後には2%)･ 精度2% で取得することで
あるo 空間分解能は衛星直下で20ktnとTO M Sでの40kmより向上させるため ､ 成層圏のオゾン力学の研 究に役立 つ と思わ
れるo 表1 のパ ラメ ー タで示す軌道を仮定した場合 の O D U S の一 日で の 観測範囲を園4に示す ｡
第二 の 目的は ､ 火山起源の 二 酸化硫黄(s O∂全量 ･ エ ア ロ ソ ル 量 ･ 地表面紫外線畳 ･地表面ア ル ベドの観測である｡ そ
の他に ､ 汚弘大気中のS O2および 二酸化窒素の 検出､ リング効果を用 い た雲頂高度の推定､ BrOおよび O CI O の測定な
ども狙 って いる｡ O D USミッシ ョ ンにお い て期待される成果物を表3に示す｡
Table3 . ExDe CtedT)rOdtlCtSby the O D U Smissio n
A･ Opera:tioll山Pro c essing Totalo zo n e a n o Ⅶlt
Volca nicsul触 dio7(ide(S ol)
Aer os ols 他pe cla&siBed), dust(&o mbio m assburning)
U V- Br adian c eo nEardl
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than the9 S.3 degree s u n synchr o 岬 ○軌 .bd thedifrq ez w eis 幽魂
2,6 G C O MI Al軌道 の開基
G C O M- A l衛星 には異なっ た観測手法(紫外後方散乱と太陽掩蔽法)を用いたセ ンサが少なくとも2つ 搭載されるため ､
それぞれの手 法を最大限に生かせるよう年軌道を採点しなくてはならない c G C O MI A l衛星の軌道には ､ 現在のところ高
度650kEnで約70度の僚斜軌道が憩恵されてレ)早_, .
太陽掩蔽法での観測対象位直は ヾ 太陽 ･地球 ･衛星それぞれの位置から塊何学的に決まる｡ 対象位置の 経度は衛星
が周回するに連れ て順 次移動するが ､薄皮は太陽の 方向に対する衛星の 軌道面の 回転角によっ て変わ っ てくる｡ 太陽
同期軌道の 場合 ､ 軌道面は太陽に対して常に 一 定の 角度になるので ､ 太陽掩蔽法の観測は狭い緯度帯域に限られてし
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まう｡ 高度65 0krnで68･3度 の傾斜軌道の 場合の 一 年間における観測対象緯度の変動を図A 5に示す｡ この 場合 ､ 105日で
全線度帯をか く - できることになり､ 太陽同期軌道 のA DE O S/IL A S では高緯度帯のみ に限られてい たのと対照的であるo
太陽掩蔽放で の 親&lJ不能な時間は ､ 観&lJ期間中ずっ と太陽光があ っ たと倣定した場合 ､ 図5のうちドットの 打たれてい な
い部分にあたる｡ 緯度方向の平均スキャ ン日数は約50日で , 高度600km僚斜角5 7度のU A RS衛星よりもかなり長 い ｡
ODUSの 卓球観測から考えると, 軌道高度はより高く､ 軌道傾斜角はより大きい ほうが望ましい ｡ 軌道高度が低いと､
o D U Sのクロ ストラック方向の スキャ ン角が大きくなるため､ とくにスキャ ン の端のほうでは得られる物理真の正確性が落ち
る｡ また軌道傾斜角が小さい 場合 ､ 観測可能な経度帯域が狭められてしまう｡
そ のため現在のG CO M- A lの軌道は ､ O D U SとIL A S-Ⅰ後継機との 相反する要求を調進して決められ たもの である｡ 少
なくともOD US側からみて､ 高度650 km傾斜角70度という選択は得られる観甑rJデー タの質から考えても受け入れられるもの
である｡
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3. O D U S のデザイン
3.1 0 D U S の測定
観測の原理 は図3に示したとおりである｡ 大気およぴ地表面からの太陽後方散乱放射の ス ペクトルを回折格子分光計
で測定する｡ 運用 面から考えて ､ 現在のところ, ある特定波長の ペ アにおける観測値を正規化した放射輝度と後方散乱
放射輝度の｢ル ックア ップテ ー ブ ル+とを比較することでオゾン全卓を得ることができるD T O MSの アルゴリズムとほぼ同じで
ある｡ ル ックア ップテ ー ブ ル は ､ 地球大気中における多重散乱を考慮した放射伝達モ デル 計算を用い て ､ オゾン 高度分
布の 気候値 .視 掛 地表面/蜜頂の気庄･ 地表面/書頂の アル ベ ド･緯度を入力して計算する. 放射伝達 モデル には ､ 東
京大学で開発されたSyste mfo rTr8 n曲 r of Atm o spheric R8dia:tio n(ST AR)コ ー ドを採用する予 定である｡
波長 ペ アにつ い ては . Dob5 0 n分光計およびT O M Sで採用されたものと同じものを適用する｡ 通常, それぞれ の 波長が
オゾン の 吸収断面積 の最大 ･最小 に対応して いるDobsQ nの A,B,Cペ アを選択する｡ TOMS では､ オゾン全量を求めるの
に使えたの は ､ ア ル ベド推定に用 いる3 60zIZTlを除いた5波長だけであっ たの で ､親測精度は打ち上げ後の波長のずれの
影響を受けやすかっ た o それに対してO D U SではT OMS よりも良い 波長分解能(TOM Sが1n nに卸しO D U S では:0.5n m)で
連続ス ペ クトル を取得するの で ､ 光学的厚さ(オゾン金生や太陽天頂角に依存する)が最適であるような波長ペ アを選択
することができる. これ によっ てオゾン全量の 正確さを向上させることができる｡
3.2装置の概要
O DU Sの 装置は走査機構部 ･校正系 ･ 回折格子分光系 ･ 一 次元シリコ ン ア レイ検出器 ･借号処理系で成り立 っている｡
O D U S のブロ ックダイアグラムを囲A 6に. 装置の仕様を表A 4に示す｡ O D U S の装置配置図を図A 7に示す｡
O D U S ではwhisk br o o m走査汐ロ ストラック走査)法とEbert型回折格子分光計を用いる｡ ニ次元アレイ検出器によるイメ
ー ジン グ分光計を採用 しない主な理由は , オゾン 主導出の精度が分光計の琴置関数の厳額性に影響するが､ イメ ー ジ
ング分光計方式の 装青関数を決めることが非常に難しいと判断したためである｡ 検出系としては､ 一 次元アレイC C D では
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なくC M OS型の シリコ ン フォトダイオ ー ド アレ イ検出串を採用した｡ これはC M O S型のほうがより大きなサイズ の検出器を
作成できるためである｡ またC M O S型では306･4 2 0n Tnの波長域でのダイナミックレ ンジが高い ことも理由に挙げられる｡
O D USの装置柱T O M Sに比 べ て以下の3点が向上できると期待できる｡
(1) 0.5nmめ分解能 で2 28バ ンドを同時に読み出すことで ､ オゾン の吸収 の影響を受けやすい波長と受けにくい 波長とを
正確に軌定できる｡ T O M S では1n mの 分解能で6バ ンドを連続的に読み 出してい た｡
位) 連続ス ペ クトル を420rlrnまでの 広い 波長域にわた っ て敢得できることで ､ オゾン全量の他にも地球物理学的パラメ -
. タを導出できる｡
(3) T O MS(44k血)に比 べ て高い 空間分解能(20 kn)を持つ ことで . 成層圏力学の研究に寄与できる｡
波長分解能が高くなったことと測定波長域が広が っ たこととにより, O D U S ではN O 2,BrO,O CIOとい っ た物理量 の 導出精
度をあげる土とができる｡ また ､ 空間分解能が高くな っ たことにより､ 婁による干渉を軽減して ､ 地表近くの 汚染地域を検出
する可能性が高まる｡
加
窃
DE:i
♯
b
l
m
車
＋ ｡=ニ ヰ ･
D●p b 血■【■
▲
W L C d L叩
蜘 rd hr
t ” 4T
U VFb仰 rTl ■br
Z3IrL. 6PN)rld 4rLJlrro{
¢l 甘口nd
LJV CN O81D d■l
圃 ^JXS arTIPrtE)Trbpr
ClodkPULM
1
血 伽 ¶*pr
_
ロ牽碧ヨ
‾- -･圏盛宴盛 観 琵霜
Figure 6. Blockdiagr aJn Of theODUSinstm nent
I)i
ノ
′
b
ヽ J
ヽ･
､暮
･ Figtxrc7+ OPU S hst rum entc o n丘gtLration
Tablet4∴ O D U Sinstn m entchara cteristics st m
⊂ 音:コ
I
･>
洲 b
,還
e ctr alr 射1 306 - 420n m
cctralsa 皿li血 izlte mal 0.5 n m
- 90 -
N umber of ba nds 228
lF O V I.6 deg xl.6 deg
F O V 1.6 deg x120 deg
Sign alto Nois eRado ･ 40虎306n m , loom, >310n m
Polari2 2tio n sen sitiyity 5%
W eidlt 50 kg
Pow er 7 0 W
Data Rate Ap pr ox. 100k bDS
Size 3 00x400x500(ⅩY Z in mrn)
3.3 分光系の光学設 計
o D U Sの分光系に採用 できるいくつ か の光学殻計に つ い て調 べ た｡ ブレ ッドボ ー ドモ デ ルとエ ンジ ニ アリングモデル の
設計を始めるにあた っ て ､ Fastie - Ebert型 の 分光系と凹面ホロ グラフィツク回折格子分光系の こ種類の 配置に つ い て再
検討した｡
一 般的には ､ 凹面回折格子分光系ではF値F/2.0まで向上させることができる｡ これは光学的なス ル ー プ ットとS/N比を
高くできることを示す｡ しかしながらイオ ンビ ー ム エ ッチ ングの 凹面ホロ グラフィツタ回折格子で直径130m mの 大きさのもの
を作るの は ､ 現在の開発スケジ ュ ー ル の 中では実現不可能なことが分か っ た｡ したが っ て､ GCO M- A lに搭載するOD U S
の 第 一 世代にはFasti8- E bert配置を採用することとした｡ 将来型の 開発の ために､ 分光系の設計の 検討は鰍ナる予定で
ある｡
当初 の殴計はT O M Sと酷似したもの で非常に保守的なものであった｡ 溶融石 英レンズQ7/5.O)によ っ て入射光を入射ス
リットにフォ ー カス する｡ 分光計としては Ebe rt型 の 光学系(F/5.0,焦点距離250m m)･ プ レ ー ズド ホログラフィツク回 折格
千(約1800刻印/In n)･2 28素子の C M O S型フォトダイオ ー ドア レイ検出器を採用する｡ 球面鏡はZerodur(ア ルミニウム基盤
の表面にMgF2コ
ー ティングを施したもの)製とした｡
大気からの 後方散乱光は偏光しており, 回折格子 分光系は鹿光に影響されやすい ため ､ 偏光解消装置を置く必要が
ある｡ そこで ､ 方解石Lyot型の 偏光解消板を前置光学系の 前に置くこととした｡
後方散乱放射輝度は紫外から可視の範囲でほ波長とともに大きく変化する｡ 紫外の短波長側で の放射輝度は可視域
のそれと比 べ て非常に弱 い ｡ 紫外域で良いS/N比を得るためには､ 可視光の 迷光を抑えることが非常に重要であるo そ
のため に､ 0次回折光の光学トラップだけでなく分光器の 入射スリットの前に可視光をカットするフィルタを置くこととした｡
ど の 光学部晶も､ スリット･ 回折格子 ･ コリメ ー タ鏡も､ マ グネシウム 一 体構造の 鋳物に取り付けられる｡ これによっ て剛
悼 .熱伝導効率 ･ アライメント安定性を最大限に高めることができる｡ 不要なガス の発 生を抑えるため､ 光学系の取り付け
に壮接着剤や複合材を使用しない 申
分光系の室内実験モ デルを組み, 分光瀞 の装置関数を実験 ･ 理倫の双方で検証した｡ 理由的な装置関数は光学設計
プログラムC O D E- V で計算した結果､‾実験結果と良く合うことが示された. 実際の 大気散乱光を地上 で観測した結果は ､
放射伝達モ デル M O D T R A N のシミュ レ ー シ ョンと定量的に良く 一 致していたB
3.4 検出蕃
o D US では検出薦とし七228素子 の シリコ ン C M O S型アレイ検出器を用い るB 306･42 0n rnの す ペ て の 波長域にお いて
50%以上と高い量子効率を初期の研究で 達成することができている｡ 電子スイッヂの 開閉によっ て真空中での 量子的擦ら
ぎから電荷が発生することで発生 する固有のノイズ(い わゆるh7Cノイズ)や1/f/イズなどを軽減するため ､ 回路設計に
capacitiv etr ans
-impedan ceア ンプ(C TLA)を用いると共に相関二重サンプリング(correla.ted Do uble Sa mplitlg;C D S)の 草
陰を用 い た｡ キヤ ′iシタ ン スを調節することで光子数に対するノイズを抑えることができるため, 0.1pF(波長330n 皿より短波
長側)および1.OpF(それ以外の波長域)をC TIA回路のフィ ー ドバ ックキャパ シタ ー として選んだ｡ 加えて ､ 高さ260ミクロ ン
× 幅6 0m mの検出器を単 一 のウェ ハ ー 上 に製造することで , 306142 0n m の波長域を 一 つ の 装置でカバ ー することができ
るD この検出器はセラミックで包み水晶の 意でカバ
ー する｡ なおこの検出器はかなり大きなものとなるの で､ 堅 い基盤が必
要となる｡
Ebe rt型光学系の 非点収差はカメラ鏡 - の入射角が大きくなるほど悪化する｡ またスリット像は長波長側で大きくなるo
エ ンジ ニ アリングモデルおよびプ ロトフライトモ デルの 検出暑削3:､ 焦点面 上のス1)ット像に合わせるため ､ ピクセル 高さに余
裕を持たせることとする｡ 検出器の 暗電流を激定した結果､ 非常に低く室温で の動作にはまっ たく問題なか っ た｡
3.5 軌道上校正
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O D U S では波長校正と輝度校正との ために軌道上 での 校正 系を装備する｡ 波長校正には , ス ペクトル 線幅の狭い 低
圧 水銀ランプを使用する｡ 太陽のFr8unhofb痛 も波長校正に使用 できると思われる｡ 一 方 , 輝度校正 の ためには衛星の
日出時と日没時に拡散板を通 した太陽光入射輝度 の測定を行う｡ O D U Sは太陽非同期軌道に打ち上がるた 軌 同じ緯
度で親執する場合でも太陽とセ ンサの 幾何学的な位置関係が ベ ー タ角によっ て変化する｡ 賭果として､ 良い 二方向反射
率分布関数(bidir e ction alre舶 cta n cedistribtltio nfurlCtio n;B R D F)が必要になる｡ サ ンドブラストを施したア ルミニウム拡散
板を使用する予定である｡ 拡散板3枚とダミ ー の1面とを取り付けて ､ それぞれ使用頻度を変え, 相互 に比較することで劣
化状況を評価する｡
4. 開発 ･ 運用 ･デ ー タ処理 ･検証等の 計画
4.1 0 D U S開轟計画
O D U Sの開発 プ ロセ ス はB B M,EM ,PF M の3俊階で 行われる｡.B B Mの設計は1999年9月 に始まっ たo 1999年7月 現在の
スケジ ュ ー ル は以下のとおりである｡
(1)B B M の開発
(2)E M の開発
(3)PF Mの 開発
(4)衛星インテグレ ー シ ョ ン の ための装置の 輸送
(5)G C O M- A l打ち上げ(2005年1月 ､ 種子 島)
1 999-2000
2001-2002
2 02-2003
2 003年9月
2006年2月
4.2GC O M- A lとO D U S の運用計画
初期チ ェ ックアウト期間の あとO D USはフ ル 稼動に入る｡ G C O M- A lは約50日ごとにヨ - マ ヌ ー バ を行うため､ そ のとき
･にGCO M
I Al全体として親潮の行えない1日が生じる｡･拡散域を用 いたO D U S の軌道上校正は1軌道ごとに行われる｡ 3枚
の拡散板はそれぞれ1軌道 ･1 0軌道 ･100軌道ごとに使われる｡ 水銀ランプによる波長校正は ､ 初期チ ェ ックアウトのあと短
期間の閑に1軌道ごとに行われる｡ この 最初の波長校正によっ て分光系の 装置閑散時性を欽定する｡ そ のあとは､ 波長
校正 は 一 定期間ごと(間隔は未定)に行われる｡ 砂漠や氷床など地表面の 一 様な領域を利用した校正 の 手法はTO M Sで
用いられたか¢)､ o D U S でもそれを採用する車定である｡
4.3デ ー タ処理■
O D USのデ ー タ処 理ア ルゴリズ ムはN A SD A/EOR CとO D U Sサイ エ ン ス チ ー ム によっ て検討が進められて いるD 第 - 段
時として, T OMSでも採用された ペ ア法またさ耳トリプレット法(3披長を利用する)を用 いたオゾン全量の導出アルゴリズムを
確立する, 放射伝達コ
ー ドとしては前述のS TARコ ー ドに偏尭効果を組み込んだもの(O DU S- S T AR)を使用する｡ ST A Rコ
ー ドを用い て試験的に作成したA D E O S/T O MSの 導出ア ル ゴリズム の結果は､ N A SA/GSFC で定常的に生成されて いる
導出結果と良く丁 致して いた｡
G C O h4- Al の受信局は埼玉 県鳩山町のN A畠D A の地球観測センタ ー 缶o c)たなる予定である｡ 連用 上の レ ベ ル 0デ ー
タの 処 矧j:革O Cで行う｡ レ ベ ル1･ レ ベ ル2(物理 量の導出)･レ ベ ル3(グリッド化)は受備後2時間以 内にE O RCで行う｡ レ ベ
ル 2とレ ベ ル別ま 一 般研究者や実用目的の ユ ー ザに4･1 6時間遅れで供給される｡ 受信後3時間以内に成果物を供給す
る準リア ルタイ本選用は､ O D U岳に つ いては予算の 制約上 考えていない ｡ G C O M- Blは原則として準リア ルタイムで 運用
される見込みであるo
4.4検証計画
O D U Sの検証計 噺ま大きな課居である｡ 現在の ところ ､ 正確さ･実施頻度 ･実施場所 ･ 人員 ･ 予算などの観点から様カ
な検証手 睦を検討している｡ 宇宙開発事業団外部評価委員会の地球観測部会(浅井富雄･ G.A. マ クピ ー ン 共 同部会長)
からはrN A S D A壮ドプソン獲びプリュ - ワ分光計を含んだ全球オゾン親潮システム(G O80S)と連携した検証実験を実施す
べきである+との擾首を受けそいる｡
声. まとめ
O D USはオゾン等を観測するための 直下視野型の 紫外分光計であり､ 20 04年度冬期にJ-1Ⅰロケットにて打ち上げ予定の
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G C O M- Al衛星 に搭載される｡ 開発および運用 はN A S D Aが行うb O D U Sの 主なタ ー ゲットはオゾン全量 の 全球分布を監
視することである｡ 回折格子分光計を用 いて3 06142 0n 皿 の 波長域を0.5n mの 波長分解能で測定できる｡ 分光系はE bert
型をとり､ 1次元 の C M O S型シリコ ン ア レイ検出帯を採用することで ､ オゾン全量の導出精度をT O M Sに比 べ て向上させる｡
また ､ O D U Sに採用 する予定の 新開発アレイ検 出器の性能と分光蕃の 光学特性とを, 室内実験モ デル によっ て確熟し
た｡
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